
さ
て
本
文
の
配
列
を
そ
の
目
録
と
対
照
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
る
。
巻
十
七
（
薙
正
八
年
）
以
降
は
「
毎
年
続
抄
」
（
目
録

巻
之
十
七
割
注
）
と
あ
る
か
ら
、
冊
綴
に
は
せ
ず
年
次
別
に
「
進
貢
文
」
「
進

貢
帰
帆
文
」
「
接
貢
文
」
「
接
貢
帰
帆
文
」
に
分
け
て
、
仮
綴
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
例
え
ば
巻
七
十
三
の
一
九
、

二

0
、

二
―
号
文
書
は
、
目
録
の
「
乾
隆
五
十
二
年
進
貢
帰
帆
文
」
に
相
当
す
る
の

本
文

本
書
は

『歴
代
資
案
』
校
訂
本
第
六
冊
で
あ
る
。
収
録
文
書
は
乾
隆
三
十

一
年
（
一
七
六
六
、
尚
穆
十
五
）
か
ら
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
、
尚
穆

三
十
八
）
ま
で
の
二
十
三
年
間
に
わ
た
る
、
巻
数
で
い
え
ば
巻
五
十
か
ら
巻

七
十
四
ま
で
の
、
ほ
ぼ
乾
隆
中
後
期
に
あ
た
る
。
巻
七
十

一
、
巻
七
十
三
の

底
本
に
は
鎌
倉
芳
太
郎
氏
影
印
本
（
原
本
の
青
写
真
）
を
使
用
し
た
が
、
そ

の
他
の
巻
に
つ
い
て
は
旧
沖
縄
県
立
医
書
館
写
本
、
次
に
台
湾
大
学
蔵
写
本

を
も
っ
て
底
本
と
し
た
。
校
訂
は
各
種
写
本
及
び
橿
案
等
の
関
連
史
料
に
依

拠
し
て
行
っ
た
。

校
訂
本
第
六
冊
解
説

糸

数

兼

治

で
あ
る
が
、
本
文
で
は
「
乾
隆
五
十
二
年
接
貢
文
」
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
ミ
ス
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
乾
隆
五

十
二
年
進
貢
帰
帆
文
」
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
た
文
書
群
が
何
ら
か
の
事
情

で
本
文
で
は
「
乾
隆
五
十
二
年
接
貢
文
」
の
中
に
そ
の
ま
ま
紛
れ
込
ん
で
し

ま
っ
た
、
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
甚
だ
し
い
の
は
巻
六
十
九
と
巻
七
十
で
あ
る
。
巻
六
十
九
の
一

四、

一
五、

一
六、

一
七
、
一
八
、
一
九
号
文
書
は
巻
七
十
の
0
-
、
0
三
、

0
四、

0
五、

0
七、

0
二
号
文
書
と
重
複
す
る
。
実
は
こ
れ
は
何
ら
か
の

手
ち
が
い
で
写
が
二
部
作
ら
れ
た
た
め
、
一
部
は
巻
六
十
九
「
乾
隆
四
十
八

年
接
貢
文
」
に

一
部
は
巻
七
十
「
乾
隆
四
十
九
年
接
貢
帰
帆
文
」
に
収
録
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
重
複
文
書
は
「
乾
隆
四
十
九
年
接
貢
帰
帆
文
」

で
あ
る
か
ら
巻
七
十
に
収
録
す
べ
き
で
、
し
た
が
っ
て
巻
六
十
九
に
収
録
さ

れ
た
文
書
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
い
で
目
録
に
も
問
題
が
あ
る
。
目
録

で
は
巻
六
十
九
の
「
乾
隆
四
十
八
年
接
貢
文
」
と
し
て
布
政
使
笞
六
通

(O

八、

0
九‘

1
0
、

一―

‘
―

二
、
一

三
号
文
書
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
文
書
は
実
は
「
乾
隆
四
十
九
年
接
貢
帰
帆
文
」
で
あ
っ
て
巻
七
十
に

合
わ
せ
て
収
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
文
の
巻
六
十
九
の
二
〇

号
文
書
（
進
貢
事
）
は
「
乾
隆
四
十
八
年
接
貢
文
」
で
は
な
く
、
「
乾
隆
四

十
八
年
進
貢
帰
帆
文
」
中
の
「
布
政
使
司
回
杏
二
通
」
の
う
ち
の
一
通
で
あ

ろ
う
。
以
上
本
文
の
配
列
に
つ
い
て
は
相
前
後
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
目

録
自
体
に
も
誤
り
が
あ
っ
て
相
互
に
照
合
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
巻
七
十
一
の
符
文
・
執
照
に
つ
い
て
見
る
に
、
底
本
（
鎌
倉
芳
太
郎
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氏
影
印
本
）
と
旧
沖
縄
県
立
図
書
館
写
本
・
台
湾
大
学
蔵
写
本
と
で
は
都
通

事
以
下
の
人
名
が
全
く
異
な
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
い
っ
た
ん
決
定
し
た
後
何

ら
か
の
事
情
で
乗
員
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
底
本
は
こ
れ

を
付
箋
で
も
っ
て
訂
正
し
た
が
、
後
に
付
箋
は
剥
落
し
、
底
本
と
写
本
と
の

間
に
鮒
齢
を
来
す
に
い
た
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
底
本
の
取
り

扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

文
書
内
容

さ
て
文
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
絲
斤
（
生
糸
）
．
紬
緞
（
絹
織
物
）
・
大
黄

貿
易
•
福
州
琉
球
館
改
修

・
難
船
捨
奪
治
罪
等
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
概
し
て
い
え
ば
乾
隆
期
は
康
熙
．
薙
正
期
に
お
け
る
先
行
事
例
の

集
積
を
も
と
に
こ
れ
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
漂
流
民

の
送
還
体
制
の
確
立
が
そ
う
で
あ
り
、
絲
斤
．
紬
緞
の
取
引
に
お
け
る
法
制

面
の
整
備
が
注
目
さ
れ
る
。

(
-
）
絲
斤
・
紬
緞

絲
斤
．
紬
緞
は
元
来
が
「
収
買
を
許
さ
ず
」
、
す
な
わ
ち
輸
出
禁
止
品
目

で
あ
る
。『
光
緒
会
典
』
巻
三
十
九
に
は
禁
制
品
と
し
て
「
兵
器
・
史
書
・

一
統
志
・
地
理
図
．
焔
硝
・
牛
角
・

紬
緞
・
錦
絹
．
絲
斤
」
の
九
品
目
を
、

『光
緒
会
典
事
例
』
巻
五
百
十
一
に
は

「
史
書
・黒
黄
紫
阜
大
花
西
番
蓮
緞
・

兵
器
・
焔
硝
・
牛
角
」
の
五
品
目
、

『歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
七
冊
巻
七
十

七
の
一
五
号
文
書
に
は
「
史
書
・
黒
黄
紫
阜
大
花
西
番
蓮
緞
疋
．
焔
硝
・
牛

角
・
兵
器
・
桐
油
・
鉄
鍋
・
黄
紅
銅
器
・
絲
綱
・
緞
疋
・
綾
絹
・
紗
羅
」
の

十
二
品
目
を
あ
げ
る
。
乾
隆
二
十
七
年
十
月
十
五
日
付
奏
文
（
巻
四
十
六
の

八
号
文
書
、
以
下
四
六

I
O
八
と
表
示
）
に
よ
る
と
、
琉
球
の
場
合
す
で
に

順
治
十
年
ご
ろ
絲
絹
の
貿
易
が
許
可
に
な
り
、
康
熙
年
間
に
は
免
税
措
置
が

講
じ
ら
れ
、
乾
隆
十
二
年
に
は
銀
数
を
限
ら
ず
絲
綱
の
購
入
が
許
さ
れ
た
と

い
う
。
し
か
る
に
乾
隆
二
十
四
年
六
月
江
西
道
監
察
御
使
の
上
奏
に
よ
っ
て

絲
斤
の
私
販
出
洋
が
禁
止
さ
れ
、
同
年
九
月
に
は
両
広
総
督
の
上
奏
に
よ
っ

て
紬
緞
・
綿
絹
の
輸
出
が
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
従
前
、
番

ゆ
え

船
市
を
求
む
る
こ
と
多
き
は
な
き
に
因
り
。
是
の
以
に
其
の
酌
量
し
て
購
買

す
る
を
許
す
。
遡
年
以
来
、
絲
斤
の
出
洋
す
る
こ
と
甚
だ
多
く
、
井
び
に
海

商
の
私
販
し
て
以
て
内
地
（
中
国
国
内
）
の
市
価
日
に
漸
く
翔
踊
す
」、

す
な

わ
ち
輸
出
が
増
え
て
品
不
足
と
な
り
価
格
が
裔
騰
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
こ

の
情
報
は
乾
隆
二
十
五
年
十
月
に
帰
国
し
た
貢
使
鄭
士
綽
に
よ
っ
て
い
ち
早

＜
琉
球
に
も
た
ら
さ
れ
、
あ
わ
て
た
琉
球
で
は
「
旧
例
に
体
照
し
て
絲
絹
の

採
買
」
を
認
め
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
戸
部
の
意
見
は
購
入
限
度
額
を
設
け

て
い
な
い
し
、

こ
の
ま
ま
許
可
す
れ
ば

「底
止
す
る
所
な
し
」
、
歯
止
め
が

き
か
な
い
か
ら
絲
絹
の
採
買
は
認
め
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
結
局
こ
の
問
題
は
乾
隆
帝
の
特
別
な
る
計
ら
い
で
「
イ
ギ
リ
ス
国
の
例

に
照
ら
し
、
其
の
歳
ご
と
に
土
絲
五
千
斤
、

二
蚕
湖
絲
三
千
斤
を
買
う
を
准

す
」
（
乾
隆
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
付
株
批
）
す
な
わ
ち
購
入
限
度
額
を

明
示
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
が
、
乾
隆
一
一
十
九
年
七
月
十

一
日
付
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十
九
年
か
ら
同
五
十
三
年
ま
で
の
推
移
を
表
で
示
す
。

中
山
王
宛
布
政
使
司
杏
文
（
四
七

ー
〇
七
）
に
よ
れ
ば
接
貢
船
に
よ
る
第
一

回
の
購
買
量
は
わ
ず
か
に
湖
絲
四
九
〇
斤
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
は
価
格
が
跳
ね

上
が
っ
た
た
め
で
「
未
だ
（
八

0
0
0斤
の
）
額
に
及
ば
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

か
く
て
土
絲
・
湖
絲
に
つ
い
て
は
八

0
0
0斤
の
枠
内
で
の
取
引
が
認
め

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
先
の
誅
批
に
は
紬
緞
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
く
、

こ
の
た
め
そ
の
購
入
に
つ
い
て
は
改
め
て
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
前

述
の
接
貢
帰
帆
船
便
で
の
購
入
品
目
が
湖
絲
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
紬
緞

日
付
上
奏
文
（
四
八
—

0
三
）

の
購
買
が
出
来
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
乾
隆
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五

で
は
絲
斤
八

0
0
0斤
の
購
入
枠
内
で
緞
疋

紬
絹
等
の
量
買
を
許
す
よ
う
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
紬
緞
―

1
0
0
0
斤、

土
絲
二
五

0
0斤
、
湖
絲
二
五
0
0斤
で
あ
る
。
た
だ
し
紬
緞

一
0
0
0斤

は
湖
絲
―
―

10
0斤
と
計
算
さ
れ
る
。
乾
隆
三
十
年
四
月
十
六
日
裁
可
さ

れ
、
紬
緞
の
購
入
が
開
始
さ
れ
た
。
紬
緞
の
購
入
は
三
十
七
年
を
除
い
て
湖

絲
に
換
算
し
て
二

0
0
0斤
の
枠
内
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
乾
隆
二

（単位：・斤、紬緞の数量は実際の取引額ではなく湖絲に換算したもの、
[]内の数字は原欠、一斤11十六両で計算して補った。）
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土
絲
・
湖
絲
の
取
引
量
は
三
十
二
年
以
降
わ
ず
か
な
も
の
で
、
紬
緞
の
購
入

に
主
力
が
注
が
れ
る
。
四
十
四
年
以
後
は
湖
絲
の
購
入
は
な
い
。

（
二
）
大
黄

大
黄
は
漠
方
薬
で
「
薬
中
の
要
品
」
と
い
わ
れ
、
疾
病
の
治
療
に
は
必
需

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
主
に
四
川
・
映
西
地
方
に
産
し
、
年
生
産
高
は
一
―

0
余
万
斤
、
う
ち
約
一

0
余
万
斤
が
国
内
消
費
で
、
残
る
半
分
が
輸
出
に
充

て
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
が
主
要
な
輸
入
国
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
乾
隆

お
い

五
十
四
年
二
月
二
十
六
日
付
の
上
諭
で
「
現
に
治
克
図
に
在
て
は
、
俄
羅
斯

ゅ

と
貿
易
す
る
こ
と
を
准
る
さ
ず
」
す
な
わ
ち
キ
ャ
フ
タ
（
治
克
図
）
に
お
け

る
ロ
シ
ア
（
俄
羅
斯
）
と
の
通
商
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
七
四
I

―二）。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

『清
実
録
』
乾
隆
五
十
四
年
―
一月
二
十
六
日
の
条
に

さ
か

「
惟
だ
俄
羅
斯
の
需
要
甚
だ
殷
ん
な
り
。
彼
、
従
前
の
定
制
に
遵
わ
ざ
る
に

縁
り
、
是
を
以
て
治
克
医
の
通
商
を
停
止
し
、
筋
し
て
大
黄
を
販
売
す
る
を

禁
ず
」
と
あ
る
。
乾
隆
五
十
五
年
三
月
十
二
日
付
中
山
王
宛
布
政
使
司
笞
（
七

五
ー
一
六
）
に
よ
る
と
、
従
前
琉
球
は
貢
船
来
閏
時
三
五
百
斤
の
購
入
が
認

め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
後
は
自
ら
必
要
額
を
算
定
申
告
し
、
合
わ
せ
て
三
五

百
斤
を
越
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
定
め
ら
れ
た
。
か
く
琉
球
に
ま
で
厳

し
い
制
約
が
加
え
ら
れ
た
の
は
「
外
洋
各
国
は
俄
羅
斯
と
海
道
一
水
通
ず
べ

し
。
倫
漏
（
密
貿
易
）
の
事
無
き
を
保
ち
難
し
」
（
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
上

諭
橿
、
乾
隆
五
十
四
年
十
月
十
八
日
付
大
学
士
公
阿
等
奏
）
と
い
う
に
あ
っ

た
。
そ
の
取
引
量
は
西
洋
各
国
の
場
合
、
前
述
の
史
料
に
「
毎
年
販
売
は
五

百
斤
を
過
ぐ
る
を
得
ず
」
と
あ
り
、
逼
羅
・
安
南
五
百
斤
、
台
湾
は
内
地
で

あ
る
が
や
は
り
五
百
斤
、
琉
球
も
こ
れ
に
準
じ
た
の
で
あ
る
。
乾
隆
五
十
五

年
三
月
二
十
七
日
付
督
撫
の
上
奏

（『清
代
中
琉
関
係
橿
案
選
編
』
乾
隆
一

み

ず

か

五
0
)
に
よ
る
と
「
第
だ
其
れ
（
琉
球
）
を
し
て
自
行
ら
買
運
せ
し
む
れ
ば
、

誠
に
舗
戸
、
出
口
を
例
禁
す
る
の
物
た
る
を
以
て
、
或
い
は
価
値
を
高
拾
し
、

す
ぺ

或
い
は
意
に
任
せ
て
透
漏
す
る
は
、
均
て
免
れ
ざ
る
所
と
な
る
を
恐
る
。
臣

等
、
公
同
に
酌
議
す
、
官
に
委
し
て
代
っ
て
為
に
三
百
斤
を
購
買
し
、
該
夷

お
さ

官
に
勅
令
し
て
数
に
照
ら
し
て
価
を
緻
め
領
運
し
、
並
び
に
一
体
に
例
に
照

ら
し
て
税
を
免
じ
、
例
お
該
国
王
に
移
行
し
て
知
照
し
、
杏
覆
せ
し
め
て
査

な

に
備
う
る
に
若
く
は
莫
し
と
」
と
あ
っ
て
、
個
人
の
取
引
を
許
さ
ず
、
い
わ

ゆ
る
官
買
方
式
が
と
ら
れ
た
。
な
お
生
糸
・
絹
織
物
・
大
黄
貿
易
に
つ
い
て

は
宮
田
俊
彦
『
琉
明
・
琉
清
交
渉
史
の
研
究
』
（
文
献
出
版

に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。

（三
）
福
州
琉
球
館
改
修

福
州
琉
球
館
（
柔
遠
駅
）
は
進
貢
使
等
の
宿
泊
所
で
あ
り
、
同
時
に
勅
書
・

御
拝
領
物
・

表
文

・
貢
物
等
を

一
時
保
管
す
る
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
。
明

代
に
設
置
さ
れ
た
が
、
明
清
交
替
の
混
乱
期
に
荒
廃
に
帰
し
、
清
代
康
熙
年

間
に
し
ば
し
ば
改
修
が
行
わ
れ
旧
に
復
し
た
。
本
冊
に
は
乾
隆
三
十
四
年
十

政
使
司
宛
中
山
王
杏
二
通
（
五
二

I
O
-
、

月
二
十

一
日
付
中
山
王
宛
布
政
使
司
次
口
、
同
三
十
五
年
十
一
月
十

一
日
付
布

五
四

ー
〇
七
）
を
収
め
る
。
た

だ
こ
の
度
の
興
修
は
水
害
に
よ
る
も
の
で
「
今
年
（
乾
隆
三
十
五
年
）
五
月

一
九
九
六
年
）
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間
、
久
し
く
雨
ふ
り
、
水
、
増
垣
に
湿
る
に
因
り
棲
屋
傾
倒
す
」
と
あ
る
。

三
十
三
年
の
進
貢
使
毛
徳
儀
等
は
三
十
四
年
十
二
月
二
日
那
覇
開
船
、

三
月

十
二
日
到
間
、
九
月
十
二
日
福
州
起
程
赴
京
で
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
進
貢

使
一
行
滞
在
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
「
現
に
進
貢
の
方
物
、
館
内
に
収
貯

す
る
在
り
」
と
は
こ
の
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
事
は
急
を
要
し
、
そ
こ

で
銀
百
十
二
両
余
を
給
発
し
て
自
ら
エ
匠
を
招
い
て
修
理
せ
し
め
た
の
で
あ

る
。
な
お
福
州
琉
球
館
に
つ
い
て
は
深
澤
秋
人
氏
に
専
論
「
福
州
琉
球
館
の

構
造
と
改
修
」
（
『琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
十
六
巻

二
0
0
0
年
）
が

あ
る
の
で
こ
れ
以
上
は
述
べ
な
い
。

（
四
）
難
船
捨
奪
治
罪

康
熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
の
解
禁
以
後
、
海
上
活
動
が
活
発
化
し
、

民
間
の
商
船
で
琉
球
か
ら
中
国
に
漂
着
し
た
件
数
が
急
増
す
る
。
渡
辺
美
季

氏
「
清
代
中
国
に
お
け
る
漂
着
民
の
処
置
と
琉
球
(
-
)
」
（
『南
島
史
学
』

第
五
十
四
号
一
九
九
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
順
治
期
（
在
位
十
八
年
）
で
一

件
、
康
煕
期
（
在
位
六
十
一
年
）
で
十
件
、
薙
正
期
（
在
位
十
三
年
）
で
八

件
、
乾
隆
期
（
在
位
六
十
年
）
で
七
十
三
件
、
嘉
慶
期
（
在
位
二
十
五
年
）

で
六
十
六
件
、
道
光
期
（
在
位
三
十
年
）
で
九
十
件
と
な
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
乾
隆
期
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
乾
隆
五
十
一
年
の
漂
着
事
件
（
七
二

ー
ニ
0
、
七
三

ー
一
六
）
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
こ
の
年
八
月
三
日
、
皮

箱
・
竹
籠
・
木
匝
を
携
え
た
琉
球
難
夷
当
間
等
二
十
五
人
が
福
州
長
楽
県
に

到
着
し
た
。
た
ま
た
ま
知
県
は
殺
人
事
件
（
命
案
）
取
り
調
べ
の
た
め
古
田

県
に
出
張
中
、
か
わ
っ
て
典
史
が
対
応
し
た
。
当
間
等
は
乾
隆
五
十
一
年
閏

七
月
二
十
五
日
双
脆
船
に
乗
り
、
（
出
船
地
は
不
明
、
宮
古
、
八
重
山
か
）
、

小
米
（
粟
）

三
百
石
（
五
百
包
）
を
積
み
、
中
山
王
府
に
赴
き
貢
納
せ
ん
と

し
て
中
途
風
に
遭
い
、
積
み
荷
の
棉
花
・
草
薦
及
び
小
米
四
百
二
三
十
包
を

海
中
に
投
棄
、
蓬
舵
を
切
断
し
て
長
楽
県
城
か
ら
四
十
里
離
れ
た
沙
隋
口
に

漂
至
し
衝
礁
沈
溺
し
た
が
、
幸
い
に
も
漁
戸
の
林
懐
侯
に
救
助
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
船
体
の

一
部
が
沙
瀧
口
よ
り
七
里
ば
か
り
離
れ
た
湖
裡
村
の
沙
板

（
砂
地
）
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
同
村
の
陳
有
吉
の
小
屋
（
寮
）
か
ら
は
破
船

片
三
塊
が
見
つ
か
り
、
さ
ら
に
木
片

．
湿
米
を
折
拐
し
た
廉
で
、
黄
谷
受
等

が
捕
縛
さ
れ
、
審
問
を
受
け
る
た
め
総
勢
二
十
二
人
が
省
に
送
ら
れ
た
。
彼

等
は
い
ず
れ
も
き
こ
り

・
農
民
・
漁
民
で
あ
り
、
無
人
の
破
船
か
ら
湿
米
・

板
片
を
折
取
し
た
だ
け
で
、
銀
銭
行
李
を
槍
奪
（
少
人
数
で
武
器
を
用
い

ず
、
人
の
財
物
を
奪
う
こ
と
）
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
夷
船
（
琉
球
船
）

た
る
を
知
ら
な
か
っ
た
。
当
間
等
も
「
風
に
遭
い
漂
泊
し
船
は
已
に
破
漏
砕

裂
す
。
（
中
略
）
湿
米
は
已
に
棄
て
て
度
外
に
あ
り
」
と
述
べ
、
情
状
酌
量

の
余
地
が
十
分
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
捨
奪
の
例
が
適
用
さ
れ

た
。
刑
部
の
上
奏
に
は
律
例
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。
「
査
す
る
に
律

に
載
す
、
人
の
財
物
を
捨
奪
す
る
者
は
、
杖
一
百
、
徒
三
年
と
。
又
例
に
載

す
、
江
洋
に
て
遇
た
ま
商
船
の
風
に
遭
い
浅
き
に
着
き
、
機
に
乗
じ
て
槍
奪

す
る
者
有
れ
ば
、
首
従
の
人
犯
を
将
て
各
々
本
律
に
照
ら
し
て
一
等
を
加
え

治
罪
す
」
と
。
本
律
は
い
わ
ば
集
団
窃
盗
に
つ
い
て
の
一
般
的
規
定
で
あ
る
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が
、
例
は
難
破
船
か
ら
混
乱
に
乗
じ
て
捨
奪
す
る
の
は
、
よ
り
悪
質
と
み
て

本
律
に
一
等
を
加
え
る
、
す
な
わ
ち
黄
谷
受
・
陳
有
桂
・
陳
廷
趨
三
人
は
首

犯
格
で
あ
り
、
捨
奪
の
本
律
満
徒
（
徒
三
年
）
の
上
に

一
等
を
加
え
て
各
杖

一
百
、
流
二
千
里
、
そ
の
他
の
従
犯
は
一
等
を
減
じ
て
杖
一
百
、
徒
三
年
の

刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
判
決
文
の
原
案
は
督
撫
の
杏
を
も
と
に
刑
部

に
お
い
て
起
草
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
『明
清
史
料
』
庚
編
に
「
刑
部
主
稿
」

と
あ
る
）
、
厳
罰
に
処
す
理
由
と
し
て
「
今
外
夷
船
隻
、
風
に
遭
い
掴
破
す
。

す

こ

て

だ

て

該
村
民
、
並
し
も
来
歴
を
査
明
し
、
法
を
設
け
て
保
護
し
、
官
に
報
じ
、
鯰

あ

え

（
船
）
を
修
せ
ず
、
胆
敢
て
板
片
を
毀
折
し
、
米
石
を
捜
分
す
る
は
、
糾
捨

つ
い

の
情
事
な
し
と
雖
も
、
究
に
目
に
法
紀
無
き
に
属
す
。
若
し
厳
に
創
治
を
加

え
ざ
れ
ば
、
以
て
柔
遠
を
示
す
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
槍
奪
の
有

無
よ
り
も
「
査
明
来
歴
」
「
保
護
」

「報
官
」
「
修
鯰
」
と
云
っ
た
漂
流
民
に

関
す
る
取
り
扱
い
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
皇
帝

柔
遠
の
至
意
は
一
体
に
遵
守
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
、
も
し
そ
れ
に
そ
む
い
た

と
見
な
さ
れ
た
場
合
、
事
実
は
ど
う
で
あ
れ
、
き
び
し
く
罰
せ
ら
れ
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）
酪
詑
と
螺
馬
ら

ば

本
冊
に
は
略
舵
と
騨
馬
の
導
入
に
つ
い
て
の
杏
文
二
通
を
収
め
る
。
す

な
わ
ち
乾
隆
三
十
―
一
年
十
二
月
七
日
付
布
政
使
司
宛
中
山
王
杏
（
五
一

ー
〇

五
）
と
同
三
十
三
年
九
月
十
八
日
付
中
山
王
宛
布
政
使
司
回
杏
（
五

―
|
-

四
）
で
あ
る
。
螺
馬
は
騒
馬
と
馬
の
混
血
種
で
牝
馬
と
牡
馨
馬
と
の
交
配
が

※

『
歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
六
冊

（
五
九
九
＼
六
0
四
頁
）。

―10
0六
年

強
健
で
よ
く
、
そ
の
逆
は
然
ら
ず
と
い
わ
れ
て
い
る
。
琉
球
馬
は
弱
小
で
物

を
運
搬
す
る
の
に
適
し
て
い
な
い
。
運
搬
に
は
多
く
人
力
を
用
い
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
耕
稼
に
時
閻
が
な
い
。
民
の
父
母
と
し
て
座
視
で
き
な
い
の

で
、
酪
舵
．
螺
馬
を
得
て
蕃
息
せ
し
め
「
群
黎
肩
背
の
労
に
代
え
た
い
」
と

い
う
の
で
あ
る
が
、
賂
舵
．
螺
馬
は
北
西
に
産
し
、
福
州
は
そ
の
出
産
地
で

は
な
い
こ
と
、
且
つ
「
牝
牡
は
其
れ
を
し
て
並
び
畜
す
る
は
、
更
に
定
制
に

於
て
違
う
有
り
」
、
す
な
わ
ち
混
血
種
の
こ
と
を
云
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ

る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
査
す
る
に
、
該
国
（
琉
球
）
は
従
つ

て
次
口
請
の
文
無
し
。
天
朝
も
亦
た
賞
給
の
案
（
事
例
）
無
し
」
、
つ
ま
り
は

前
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
椋
・
鉄
・
桐
油
等
の
物
の
例

禁
に
照
ら
し
て
持
ち
出
し
を
禁
止
す
べ
き
で
、
代
奏
に
及
ば
ず
と
し
て
こ
れ

を
却
下
し
て
い
る
。
専
ら
海
運
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
、
陸
上
交
通
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
酪
舵
・
螺
馬
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
よ
り
先
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
に
は
「
救
火
水
龍
」

（
手
押
式
消
火
ポ
ン
プ
）
の
購
入
帯
回
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
（
二
七

I
O

八‘

―
一八

ー
一
五
、
拙
稿
「
救
火
水
龍
の
導
入
に
つ
い
て
」

『歴
代
宝
案
研
究
』

創

刊

号

一

九

九

0
年）
。

沖
縄
県
立
図
書
館

沖
縄
県
教
育
委
員
会
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